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審 査 請 求 人 が 、 平 成 ２ ２ 年 １ 月 ２ ０ 日 付 け で 提 起 し た 審 庫 請 求 に つ い て 、 次
■　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ

め と お り 裁 決 す る 。　 ／　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　　 ’ －

▽’` ▽　　　 ・。　　主　　　　　 文　＼　 ノ　　　‥ ‥‥.
L
㎜

が、雀査請求人に分しへ平成巨１年1 2･Jj 1 1 日ﾚ付け
㎜

㎜ で通知した費用徴収決定処分を取り捐す。　　卜　　　　　　　‥‥‥7

厂 几　 づ　　　　理
第１▽審査請求の趣旨及び理由

由

●　　　　●　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　 ■■　　　　　　Ｉ　・　　　　　　　 ●　　　　　　　　・１ ・･ 審 査 請 求 の 趣 旨 は4 四 ば 下 「処 分 庁 」 と い う 」） が 、･審 査 涙 求 人
1　　　　　　　　　　　’　　　　　　゛　‾゙ W°WW’　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　＿　　　　　　---　　･之-

屯・

･=･-･１㎜㎜　　　　　　　　　　　 ■１　　　　　　　　　　　 ・　　　 ‾’‾‾’･ －　　　　　　　　　　 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　 ． ・　　１
･（ 以 下 「 請 求 人 」. と い う 」） に: 葺 し

、
平 成 ２ １ 年 １ ２ 月 １ ’１ 日 付 け

㎜

--___　　　- ．　　　 、　　　 ｌ ．　　 ．　 ．___　　 ． ”　 ≒ ．､_ Ｘ- 、　 ’　　　　　　
－

四 Ｊで 通 知 し だ 生 活 保 護 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 １ ４ ４ 号 。｡
瓦 〒T ｔT7

７ ８ 条 の 熄 定 に よ る 費 斥I 徴 収 決 定 処 分 （以 下 「本 件 処 分 」 と い

ｙ 。） の 取 消 し を 求 め る も の で あ る √　 ：　 ＼ ＞
●　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　 ●　　　　　　　　　．ｊ･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●　　　　　　　　　　　　　　　　　●｡・審 査 請 求 の 理 由 は √ 概 ね 次 の と お り で あ る と 解 さ れ る 。 二　 。

＼払分庁は、請求人皿: 請求人の世帯員であった請求人の● （以下、●
●レという．）.の就職のだ沁の研修期間における就労牌入を申告しな.かっ元

し ご と か ら 、 請 求 人 世 帯 は 生 活 保 護 費 を 不 正 に 受 給 し た と 判 断 し 、 請 求 人 に
Ｉ　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●・　　　　　　　　　　　　　　１●　　　　　●　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　ａ　　　丶　　　　　　　・

対 し 法 第 ７ ８ 条 の 規 定 を 適 用 し て 本 件 処 分 を 行 っ た も の で あ る 。　　　 ｉ
●　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●　　　　　　　．　　　　　　　　 ■　　１．　　　　　・し か し 、 請 求 人 は 、　　 か ら｢ 研 修 期 間 中 に 給 与 等 は 一 切 支 給 さ れ な い｣

旨 の 説 明 を 受 け ぞ お り1111 が 収 入 を 得 て い た 事 実 を 物 識 七 七 い な か ら 糺

ま た 、 艢 求 人 は 、 処 分 庁 に 対 し 、
●

が 就 労 の た め の 研 修 を 受 け て い る

こ､ と は 申 告. し て い
无
こ と か ら' し て 、､請 求 人 は 、 ● に 収 入 が あ る' こ と を 知

．　 ■　　
ｌ　　　　　　　　　　　　●　　　　゜　　　　　　　　　ｉ　　　 ●り な が ら 、 こ れ 童 こ と さ ら 隠 し て い た と は 蒭 め が た く 、 請 求 人 が･｢ 故 意｣

・ に
鯵

の 就 労 収 入 に つ い 写 申 告 し な か っ た わ け で は な い 邨 と 眸 明 ら か 嚶 あ

匸る ． し た が っ て 、 本 件 処 分' はj 法 第 ７ ８ 条 の 規 定 の 適 用 要 件 を 欠 き 、 違 法

で あ る ．　　　　　　　　 ．　　　　　　　 厂　　　　　　　　 ン ダ　　 、

¶　　　　　　　　　　　　　　　　　｢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　■　　　 、
第 ２　 当 庁 の 認 定 事 実 及 び 判 断　　 ＼　　　　　　　　　　　 ・　　 卜

1， 認 定 事 実　　　　　 二　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　 ∧

( １) 処 分 庁 柆 、 平 成2(j 年 ８ 月 １ ４ 日 付 け で 、 法 第 ２ ４ 条 第 １ 項 の･規 定 に

… …… よ り 湎 求 人 及 び 請 求 人 の ●( 狠 下ぐ( ● ど う ．) を 同 一 声 帯 と す る

＼　　　　　　 １ 厂.･.･　　　　　　　　　　　　　　　･･
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保護を開始したこと。また、処分庁 は、請求人世帯に対する平成２１年
８月分及び同年９月分の保護費どして月額１ ４ ９ 、 ８ヽ４０円を、同年７
月3  10(8 月分）及び同年り月１ 日（･9一月分）に、各々支給したとと。＿ － ●　　　　　　　 ・　　-　- ●●●　' 一一一'－ ～U
な お

、
請 求 人 と

哺
と は

、
平 成 ２ １ 年]/ Ｏ 月 ５ 日 ま で 同 居 し て い た･ こ と

。

（ ２ ） 請 求 人 は 、･処 分 庁 に 対 し 、 平 成 ２ １ 年 １ ０ 月 し16 日 付 け で 、 同 年 ７ 月
／ 分 か ら 同 年 ］二Ｏ 月 芬 ま で の 請 求 人 世 帯 の 収 入 を 申 告 書 （「以 下 「本 件 申 告

･ ●　　　●　　　　　　　　哺書 」 と い うi 」 を 提 出 す る こ と を も っ て 申 告 し た こ と （ 以 下 「本 件 申 告 」

と い う ）。　 二 ゛　　　 コ

づ ま た 、 本 件 申 告 書 に は 、 請 求 人 が ○「 働 い て 得 た 収 入 」 は 次 の と お り 記

●　
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●　Ｓ　　　　　　・

＼ 載 さ れ て い た こ と 。 な お
ヽ
●

の 「 働 い て 得 たI収 入 」 及 び 「 そ の 他 の 収

ま た ， 本 件 申 告 書 に は ， 請 求 人 が ○「働 い て:

載 さ れ て い た こ と ． な お ，● の 「働 い て 得‘

Ｉ　　　　　　－　　　　　　　　　　－　丶･　　　　　
．

入 」 に つ い て は ，･記 載 さ れ て い な か っ た こ と．

収･, 入 ．

７ 月 分　 ．　’・　　　４ ０ ， 5  6  0 円 厂

８ 月･分　　　　　　　･･ ３,･　７ ４ ０ 円

ﾀ９゙ 月 分　　　　　　　3  4,  3 ２ ０ 円 ・

厂 当 月 分I （見 込 額)  2  8,  0 ８ ０ 円

必 要 経 費

Ｏ円

O'円

几O1 円 ．
０ 円・ 当月分（見込額) 2  8, 0 ８ ０円　　　　　　　 Ｏ円 ：

（３）処分庁はミ平成2  1#1  1 月’j2 白に√● から｡平成21^7 月･及び
８月’分の給与明絣書を攤送により受領し、その概要は次のとおりであっ
たこと。なお、同明細書の内容について、’伺月１７日付けで処分庁が当
該驟労先に照会した結果、相違なかっ

就労月
７胃分

就労先：
給与額　，

9.9 , ’0 0･O 円

た こ と。

所得税 グ
7でLO 円

８月分　１ ８ ７･,926 円 ダ４，2 5･ O 円
( 勧 処分庁は，本件申告書に記載がなかっ旭
び８月分の就労収入について、所得税分を控除し

･ ）
支給日

７月分及
２。８ １ ， ９ 剛 ６,円Iを

法 第 ７ ８ 条 の 規 定 に 基 づ き 費 用 徴 収 す る こ と と し て 、 請 求 人k; 対 し 、､本
・　　　Ｊ　　●| ・ ・ ■
件 処 分 を 行い 、平 成 ２ １年｀13 月 １ １ 日付 け
し た こ と。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

迪 知I

（ ５ ） 請 求 人 は 、 平 成 ２ ２ 年 １ 月 ２ ０ 日 付 け で 、 書 面 （以 下 「本 件 審 査 請 求 書 」

と い う 。）づ を も っ て 本 件 審 査 請 求 を 提 起 し た こ と 。　　　 卜　　　　 ／・　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　■（ ６ ） 処 分 庁 は; 当 審 査 庁､ に 対 し 、 平 成 ２ ２ 年 ２ 月 ２ ６ 日 付 け で 、 弁 明 者 を

提 出 し た こ と。 な お 、 同 弁 明 書 に は 、 請 求 人 が ● に 収 入 が あ る こ と 蚕

知 り な が ら 、 不 正 受 給 の 意 図 か ら｡、･あ えTて 本件 申 告 書 に 記 入 し な か っ だ

と 認 定 し た 旨 及 び そ の 認 定 の た め の 調 査 を 行っ た 旨 記 載 さ れ で い な か っ

た こ と 。 ま た 、 同 弁 明 書 に は 、 処 分 庁 が 請 求人 に 対 し 法 第 ７ ８条 の 規 定

を 適 用 し た 法 的 根 拠 と し て 、 法 第 １ ０ 条 に 規 定 す る 世 帯 単 位 め 原 則 及 び

籖 第 β １ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 保 護 金 品 交 付後 の 保 護 金 品 の 処 理 に 付 い

て の 責 任 は 、 世 帯 主 が 負 うべ き で あ る と 解 す べ き で あ る と の 記 載 が あ っ

た こ と 。　　　　　　　　　　　　　　 ｙ　
。　■　　　　　、。■　　　　　・　。　　　　　。・　　・

／　　　　　　　　　２'‥　　　フ　　　　　　　Ｉ　　　▽

吩
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２　 判 断　　　　　　 ≒　　　　　　　　　　　　　 ’
。

（ １ ） 法 の し く み 。　 レ ニ　　 ‥　　　　　　　　　　　　　　
・

‥
保 護 の 実 施 機 関 は 、 被 保 護 者 に 収 入 未 申 告 等 の 場 合 や 保 護 の 開 始 後 に

コ 資 産 ・ 収 入 等 が あ っ･ だ こ と が 後 旧 こ 判 明 し た 場 合 に は 、 当 然 保 躪 に 要 し
。

た 費 用 の 返 還 を 求 め な け れ ば な ら な い 。 そ の 際 適 用 さ れ る 法 条 は 、 法 第
㎜Ｊ　　　 Ｉ　　　　　　　 ●　　 Ｉ　　

。　　●　　　　　　　　　 １
６ ３ 条 と｡ 法 第 ７ ８ 条 と に 大 別｡ さ れ る 。　　　　　　　　　　　　

つ

こ の う ち 、 法 第 ７ ８ 条 ぽ 、「 不 実 の 申 請 そ の 他 不 正 な 手 段 に よ り 保 護 を

･受 け 、 又 は 他 人 を しT （ 受 け さ ぜ た 者 が あ る と き は 、 保 護 費 を 支 弁 し た 都

道 府 県 又 は 市 町 村 の 長 昧 、 そ の 費 用 の 全 額 ま た は 一 部 を 、 そ
め 者 か ら 徴

収 す る こ と が 七 き る 。」 と 規 定 す る 。 こ こ に い う 「 不 実 め 申 請 そ の 他 不 正

な 手 段 」ヶ（ 以 下 「 不 実 の 申 請 等 」 と い う 。） と は √ 積 極 的 に 虚 構 の 事 実 を

申 し 立 て る こ と は も ち ろ んﾐﾉ 消 極 的 に 事 実 を 隠 蔽 す る こ と も 含 ま れ る と
ｌ　　・　　　　　　　 ●　`　　　　　　　　　　　　　　　　 ●　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

解 さ れ る 。 袁 た 、 一 般 に 法 第 ７ ８ 条 の 規 定 叭 不 法 行 為 に 基 づ く 損 害 賠
・　　　 ●　　　　　　 ¶　　・　　　　　　　 ●　　　　　　　 ●　。　　　　　　・　　　　　　　 。　　　　　　　 、　　●
償 請 求 （ 民 法 （ 明 治 ２ ９ 年 法 律 第 β ９ 号 ） 第 ７ ０ ９ 条 ） 的 な 性 質 を 有 す

る も の と 解 さ れ て い る ご と か ら 、
ご
髓 人 主 義 が 妥 当 す る も の と 解｡ さ れ る

。
二

す な わ ち 、 保 護 の 実 施 機 関 が 法 第 ７ ８ 条 の 規 定 に よ り 費 用 徴 収 を 行 ‘う た

め に は 、あ ぐ ま で 当 該 処 分 の 相 手 方 に､ お い て 不 正 受 給 の 意 図 「 以 下U 故 意 」

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　 。　　　　 ¶
／　 と い う 。 な お 、 故 意 に は 未 必 の 故 意 を 含 む 。 以 下 同 じ 。） が 認 め ら れ る こ

と=･が 法 律 要 件 に な る と 解 さ れ る 。 そ し て 、 費 用 徴 収 処 分 の 相 手 方 ど な る

丶
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法 第 ７ ８ 条 に 規 定 す る 「 そ の 者 」 と は 、 不 実 の 申 請 等 を じ た 者 が 、 被 保
１　●　　　　　　　　　Ｉ　　 ■　　　　　　　　　　　　　■

護 者 本 人 で あ る 場 合 は そ の 本 人 、 被 保 護 者 本 人 以 外 の 者 で あ る 場 合 は そ

の 者 及 び 不 実 の ’･申 請 等 に 基 づ く も の 變 あ る こ と を 知 ’り な が ら 保 護 費 を 受

給 し た 被 保 護 者 を い う と 解 さ れ‘る ．

｀ 他 方 、 法 第 ６ ３ 条 は 、 本 来 は 、 保 護 の 実 施 機 関 が 受 給 者 に 資 力 が あ る

ｉ　　　・　　　　●　　　　　●　　　　　ｌ　　　　　　　　　　　　　　ｄ¶　　　　　　　　　　　　　 ●　　・　”　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　●　　　　　Ｉこ と を 認 識 し な が ら 急 迫･ し た 事 由 が あ る. （ 法 第 ４ 条 第 ３ 項 ） と し て 保 護

費 を 支 給 し た 場 合 の 事 後 謌 螫 と し で の 費 用 返 還 義 務 を 定 め た も の で あ

る ． も う と も 、 同 条 にヽ 基 づ く 返 還 請 求 の 法 的 性 賚 は 、 不 当 利 得 靈 還 請 求

ゾ（ 民 法 第7･0 3 条 、 第 ７ ０ ４ 条 ） 的 な も め で あ る と 解 さ れ る か ら.、 故 意
●　･　　　　　　　　　　・　　　　　・　　　　　　　　　　　　 ｊ　　　．、　　　　　　　．　　　　　 ．

の 立 証 か 困 難 で 法 辮 ７ ８ 条 の 規 定 が 適 月沛 き な い 場 合 に は 、 法 第 ６ ３ 条

の 規 定 を 適 珥 す る こ と に よ り 保 護 費 の 返 還 を 求 め る こ と も で き る と 解

さ れ る ． な お 、､法 第 ６ ’３ 条 の 適 用 場 面! こ お い て は 、 世 帯 単 位 の 原 則 （法

・ 第 １ ０ 条 ） が 適 用 に な る と 解 さ れ る こ（ 大 阪 地 方 裁 判 所 平 成 ２ ０ 年 １ ３ 月

１ ’Ｏ 目 判 決 参 照 ）･．　　 ．･ ．・ ．･　　　　　　　　　　　･ ．　　　 一い
■　　■●　　　．　　　　　　　　　　　　 丶　　　　　　　　　Ｉ

要 す る に 、 例 え ば 、 被 保 護 者 か ら 不 実 め 収 入 申 告 （ 収 入 の 隠 蔽 ） が 行､･

わ れ 、 当 該 被 保 護 者 に 対 し て 過 分 に 保 護 費 が 支 給 さ れ た 場 合 、･保 護 の 実

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　 Ｉ　　　　　　　　　　　　　・　　　・旄 機 関 が 保 護 費 の 返 還 処 分 を 行 う た め の 法 条 は 、 不 実 の 収 入 申 告 を 行 っ

た 被 崔 護 者 に 不 正 受 給 の 意 図 （ 故 意 ） が 認 め ら れ る 場 合 に は 法 第 ７ ８ 条

が 適 用 に な り 、 故 意 が 認 め ら れ な い 場 合 に は 法 第16 3 条 が 適 用 に なIる ．

(2) 本 件 処 分 に つ い て　　 ’　　　　 ．　　　　 ｙ　 ・　　　 ‥

レ ア ・ こ れ を 本 件 処 分 に つ い て み る と､ 前 記 認 定 事 実 （ １ ） の と お り 、 脯

３　　　　　 ／
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余人と● こぱ銷一世帯であ＼り、､事た、処分庁はヽ請求人世袙 と対し、
平成２１年８月分及び同年９胃分の保護費として月額１ ４ ９， ８'４･０
円 を 、同年 ７ 月 ３ １ 日（ ８ 月 分 ）及 び 同 年 ａ月 １ 日（ ９月 分 ）に √各 々

支 給 し た 事 実 が 認 め ら れ る。 一=方 、 前 記 誰 定 事 実 ≒（ ３） の と お り 、鏐

● ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　り犬はヽ 就 労 収 入 とヽ し て ヽ 平 成 ２ １年 ８ 月 １ ５ 日 に ９ ９ ， ０ ０ ０ 円 ご（所。
● ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　り犬は 、 就 労 収 入､と し て 、 平 成 ２ １ 年 ８ 月 １ ５ 日 に ９ ９ 、 ０ ０ ０ 円

得 税 込 ） 及 び 同 年 ９ 月1 6･ 日 に １ ８ ７ 、 ９ ２ ６ 円 （ 所 得 税 込 ） が あ っ

竃 事 実 が 認 め ら れ る ． そ うず る と 、.処 分 庁 が 諳 求 人 世 帯 に 対` し 支 給 し

た 上 記 の 平 成 ２ １ 年 ８ 月 分 及 び ’9月 分 の 保 護 費 は 過 分 で あ づ だ も の

と 認 め ら れ る ．　　 ／　　　 ／　　 厂　 ’Ｉ　　　　　 △　 Ｊ　　　　　 ・

と こ ろ が 、 請 求 人 は 、 前 記 認 定 事 実 （ ２ ） の と お り 、 諳 求 人 が 行 っ

た 本 件 申 告 書 に ●
の 上 記 就 労 収 入 を 記 載 し て お ら ず 、 本 件 申 告 は 客

●　　　　　　　　　　　　 ■　　　　　　　　　　　－●　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　・観 的 に は 不 実 な 収 入 申 告 で あ っ た も の. と 認 め ら れ る ．.　 ’　　 ☆

.し た が ら て 、 請 求 人 は. 、 こ め 不 実 な 本 件 申 告 に よ り 保 護 費 を 不 正 受

給 す る 意 図 （ 故 意 ） が 認 め ら れ る 場 合 に は 法 第 ？ 自 条 の 規 定 の 適 用 に

よ り 、 ま たI、J 故 意 が 認 め ら れ な い 場 合 に は 法 第 ６ ３ 条 の 規 定 の 適 用 に 、
よ り 、 過 分 に 受 領 し た 保 護 費 の 返 還 義 務 を 負 う ．ヶ　　 二

彳厂そしで、請求人は、前記審奪請まり）稈由において、韓 からS就労柵
修中は無報醜である旨説明を受け、● が就労収入を得ていた事実を〕
認 識 し て い な か っ た こ と か ら 、 本 件 申 告 が 不 実 で 祕 る と は 思 っ て お ら

す 、 故 意 は な か っ た 旨 主 張 し て い る も の と 解 さ れ る √
●　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●

こ の 瓦 そ も そ も 請 求 人 の 故 意 に つ い て の 証 明 責 任 は 蝸 分 庁 側 に あ
哺　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　 ・

る が い 請 求 人 の 故 意 が 推 定 さ れ る 場 合 に は 、 積 極 的 に 証 明 す る 必 要 は

ない／そして、`請求人と● とは、前記治定事実（！）のとおり、･本
件申告の直前まで同居1していた事実が認められるから、請常人は●
に就労収入があることを知っていた可能性はありうる。
しかし√口方で、● は当時
年ではなく４社会通念上、請求
収入の有無等について把握してい

つ七親の親権に朖する未成
就労研修め実態や研修中`の
で推認することはできない。

し た が っ て 、 請 求 人 の 故 意 は 推 定 さ れ な い 。　　　　　　　 ／

・ そ こ で こ､処 分 庁 は 、 請 求 人 の 故 意 を 認 め る に 足 り る 資 料 を 当 審 査 庁

に 提 出 し て 、 請 求 人 の 故 意 を 証 明 し な け れ ば な ら な い こ と に な る 。

／ と こ ろ が 、 こ の 点 に 関 し 処 分 庁 は4 前 記 認 定 事 実 （ ６ ） の と お｡り 。

Ｉ　　　　　　　丶　　　　　　　－　　　　♂　　、　丶　　●　　　　　・　　。世 帯 単 位 の 原 則 に よ り 請 求 人 は 法 第 ７ ８ 条 の 責 任 を 負 う べ き で あ る

と主張するのみで、請求人が● に収入があることを知らていたか否
か に つ き 調 査 を 実 施 し た 事 実 は 認 め ち れ ず 、 請 求 人 の 故 意 を 諧 め る に

・ 足 り､る 資 料 を 当 審 査 庁 に 提 出 し て い な い ．

ノ　 し た が っ て 、 請 求 人 に 故 意 を 認 め る こ と は で き な い ．

ウ　 よ 七）て 、 請 求 人 の 故 意 は 第 め ら れ ず 、 請 求 人 に 対 し 、 法 ７ ８ 条 の 規

ダ 定 を 適 用 し て 保 嵳 費 の 徴 収 処 分 を 行 う こ と は 法 律 要 件 欠 如 の 違 法 が

あ り 、 本 件 処 分 は 取 消 し を 免 れ な い ．　　　　 ご　 ＼

二　　　　　　　　 ‘　 ．　　　　＝　４　　･‘　　　　　　　 几. ・.････　　　　　.･　　　　･ ・.

か
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3｀｡･結論　　 ＼　　　　　　 ∧　　　　　　　　　　 ト　　　　　 フ
●　　　　　　　S　　I･以 上のとおり、本件審査請求は琿由があるから、行政不服審査法４０
条第３項の規定を適用して、主文のとおり裁決ずる。　　 、 △　し

平成２４年　４月　９日
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